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ご
挨
拶     

彩
央
会
会
長　

佐
野
吉
弘

　

４
月
24
日
に
新
会
員
25
名
を
加
え
今
年
度
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
会
長
継
続
を
仰
せ
つ
か

り
、
昨
年
以
上
に
彩
央
会
の
充
実
と
発
展
を
願
い

「
出
会
い
」「
学
び
」「
楽
し
む
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
進

め
て
い
き
ま
す
。
皆
で
や
ろ
う
！
を
合
言
葉
に
役

員
全
員
参
加
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
予
定
通
り
順
調

に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

健
康
教
室
は
「
お
れ
流
健
康
法
」
な
ど
の
情
報

交
換
を
行
い
学
び
ま
し
た
。
今
回
、
陶
芸
部
門
を

新
設
し
た
美
術
展
は
２
３
０
名
の
来
展
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
一
芸
披

露
会
に
は
磨
き
抜
か
れ
た
固
有
技
術
と
猛
練
習

に
よ
る
チ
ィ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
熱
の
こ
も
っ
た
演

技
に
は
60
名
の
観
客
が
彩
央
会
の
芸
の
深
さ
に

感
心
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
は
北
本
自
然

公
園
及
び
高
尾
ト
ラ
ス
ト
へ
昨
年
以
上
の
参
加

動
員
数
で
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
貢
献
の
社
会

活
動
と
し
て
お
役
に
立
て
た
こ
と
を
皆
様
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
（
２
０
１
０
年
） 

総
会　

 
「
彩
央
会
」
は
４
年
目
に
入
り
４
月
24
日
に

北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
総
会
を
開

催
し
た
。会
員
数
は
１
１
８
名
、出
席
者
41
名
、

委
任
状
32
名
で
あ
っ
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
い
き
が
い
大
学
伊
奈
学
園

所
長　

氏
家 

健
也
、（
財
）
長
寿
開
発
セ
ン

タ
ー
企
画
部
長　

薬
師
寺 

清
幸
、
埼
玉
県
自

然
学
習
セ
ン
タ
ー　

高
野 
徹　

の
３
氏
を
迎

え
た
。

第
一
部 

総
会

　

報
告
事
項

　
　

21
年
度
事
業
お
よ
び
会
計
報
告

各期の連絡担当
　　　担当期    　連絡員名 
　　1～ 6期   　熊谷 康夫 
　　7～ 8期   　鈴木 康夫 
　　9～ 12期   　佐野 吉弘　　
　　　13期   　松本 紀久夫　
　　　14期   　対尾 雅之 
　　　15期   　間中 芳男
　　　16期   　佐瀬 恵美子
　　　17期   　大須賀 庄平 
　　　18期   　岩佐 正二 
　　　19期   　栗田 剛 
　　専科 1期 　　　中村 正武

会長　　　　　　佐野 吉弘　15期　北本
副会長兼事務長　鈴木 康夫　15期　桶川
　　同　会計　　間中 芳男　15期　鴻巣
　　同　企画　　熊谷 康夫　17期　鴻巣
広報　　　　　　対尾 雅之　16期　桶川
　同　　　　　　佐瀬恵美子 16期　桶川
　同　　　　　　栗田 剛　　19期　桶川
企画　　　　　　大須賀庄平 17期　桶川
　同　　　　　　岩佐 正二　18期　桶川
　同         　　有村 弘       専科 1  桶川
総務兼会計　　　三平 博子　15期　北本
総務　　　　　　松本美代子 18期　北本
   同         　　中村 正武    専科 1 桶川
会計監査　　　　荒井 次男　17期　川島
顧問　　　　　　松本紀久夫 13期　北本

第４号第４号第４号

健
康
教
室

み
ん
な
で
健
康
を
考
え
よ
う

　

期
日
・
平
成
22
年
５
月
31
日
（
月
）

　

時
間
・
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

会
場
・
北
本
文
化
セ
ン
タ
ー
３
Ｆ　

第
１
部　

高
齢
期
の
健
康
管
理

・
現
代
人
の
健
康
状
況

・
高
齢
期
に
お
け
る
体
と
心
の
変
化

・
寝
た
き
り
・
認
知
症
の
予
防

・
老
年
症
候
群
を
防
ぐ
た
め
に

　
　
　
　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善

第
２
部　

お
れ
流 

健
康
法

　

参
加
者
皆
さ
ん
か
ら
自
分
の
健
康
法

な
ど
を
和
気
あ
い
あ
い
と
歓
談
し
ま
し
た
。

役　

員　

名　

簿

　

決
議
事
項

　
　

22
年
度 

事
業
計
画
、
予
算
、

       

お
よ
び
役
員
改
選

　

議
案
は
満
場
の
賛
意
を
得
て
、
総
会

を
無
事
終
了
し
た
。

第
二
部 

懇
親
会

　

会
場
の
机
の
配
置
を
変
え
、
ワ
ン
コ

　

イ
ン
懇
談
会
を
開
催
し
地
域
活
動
に

　

つ
い
て
懇
談
し
た
。　

平成 22 年度　｢彩央会｣ 行事案内
5, 9, 12, 3 月：地域貢献ボランティア
　  （次回、9/30【木】9：30a.m. 現地集合
　　「北本自然観察公園」外来植物の駆除）
9/6 【月】、10/4【月】：パソコン教室　 
8/30【月】：機関紙「彩央」発行　　
10/12【火】：ゴルフ大会　
11/9【火】：さきたま古墳巡りウォーキング
2月：文集「彩央のひろば」発行
2月：うどん、そば打ち　
4/4 【月】：お花見ハイク新人歓迎会

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

　
　

開
催
報
告
と
次
回
案
内

　

今
年
は
、「
彩
央
会
」
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
を
開
催
し
た
。

応
募
は
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
で
る
ほ

ど
盛
況
で
し
た
。

　

講
習
は
、
あ
と
２
回
開
催
し
ま
す
。

継
続
し
て
受
講
し
な
く
て
も
理
解
は

可
能
で
す
。
パ
ソ

コ
ン
は
、
高
齢
者

生
活
を
支
援
す
る

有
力
な
ツ
ー
ル
で

す
。
ま
ず
は
、
そ

れ
な
り
に
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま

し
ょ
う
。　
　
　

▼  

実
施
済
み
講
座

・
日
時
・
場
所
、
７
月
12
日
（
月
）
午

前
中
、
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

▼ 

今
後
の
開
催
概
要
（
２
回
）

・
９
月
６
日
【
月
】、
10
月
４
日
【
月
】

午
前
中　

20
名

・
講
習
内
容　

・「
メ
ー
ル
操
作
」「
便

利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ス
キ
ル
」　

・
問
い
合
わ
せ
先
：　

16
期
／
対
尾　

http://www.olff.net/inavoice/kouiki/saioukai/saioukai.htm

検索キーワード　：　彩央会
「彩央会」ホームページ：



彩央４号（２／２）
　
「
北
本
自
然
観
察
公
園
」
で
昨
年
度

か
ら
、
地
域
活
動
と
し
て
〝
環
境
保
全

作
業
〞
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
５
回

目
の
６
月
８
日
は
過
去
最
高
の
18
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
中
国
原
産
の
外
来
植

物
「
セ
リ
バ
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
」
の
抜
取
り

で
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
蒲
ザ
ク
ラ
方
面
に

通
じ
る
遊
歩
道
の
脇
の
湿
地
帯
が
本
日

の
作
業
地
で
し
た
。
１
ｍ
く
ら
い
の
草

む
ら
を
か
き
分
け
て
、
紫
色
の
小
さ
い

花
を
つ
け
た
「
セ
リ
バ
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
」

「
北
本
自
然
観
察
公
園
」
と
「
高
尾
宮  

岡
の
景
観
地
」
で
外
来
植
物
の
排
除

　

真
夏
の
夜
の

　
【
へ
い
け
蛍
観
察
会
】
に
35
名
参
加

　

恒
例
行
事
と
な
っ
た
【
ヘ
イ
ケ
蛍
観

察
会
】
を
、
去
る
８
月
２
日
午
後
７
時

か
ら
北
本
自
然
観
察
公
園
に
お
い
て
開

催
し
、
35
名
（
会
員
は
22
名
）
が
参
加

し
盛
会
で
し
た
。
世
話
人
か
ら
「
ホ
タ

ル
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
」
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
あ
た
り
が
薄

暗
く
な
っ
て
来
た
こ
ろ
観
察
地
に
向
か

い
、
真
っ
暗
な
森
の
中
の
遊
歩
道
を
歩

く
こ
と
約
10
分
で
到
着
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
蛍
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

全
員
が
到
着
す
る
こ
ろ
に
は
ポ
ツ
ポ
ツ

と
光
っ
て
い
る
の
が
見
え
て
来
ま
し

た
。
思
わ
ず
子
供
さ
ん
の
ワ
ァ
〜
と
い

う
喜
び
の
声
が
し
ま
し
た
。
10
分
も
す

る
と
、
も
う
地
の
底
か
ら
湧
い
て
く
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

 

終
了
後
、
希
望
者
は
バ
ス
で
北
本
駅
ま

で
戻
り
、
駅
周
辺
で
〝
暑
気
払
い
〞
と

称
し
て
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　
【
一
芸
披
露
会
】
を
開
催

　

第
３
回
を
迎
え
た
『
一
芸
披
露
会
』

が
６
月
30
日
午
後
、
北
本
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
50
人
余
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

来
場
者
は
会
員
が
35
名
、
会
員
以
外

の
伊
奈
学
園
Ｏ
Ｂ
生
、
他
学
園
校
友

会
連
協
会
長
な
ど
の
一
般
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

終
了
後
は〝
ワ
ン
コ
イ
ン（
５
０
０

円
）
懇
親
会
〞
を
開
き
、
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。　

を
探
し
て
抜
き
取
る
の
で
す
。
１
本
見

つ
か
る
と
そ
の
付
近
に
何
本
も
あ
り
ま

し
た
。

途
中
で
休
憩
を
と
り
11
時
30
分
ま
で
作

業
し
、
リ
ヤ
カ
ー
に
一
杯
の
収
穫
が
あ

り
ま
し
た
。　

「
高
尾
宮
岡
の
景
観
地
」　

６
月
20
日
は
、
北

本
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
隣
の
【
緑
の

ト
ラ
ス
ト
保
全
第
８
号
地
】
で
外
来
植

物
除
去
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
彩
央

会
の
参
加
者
は
11
名
、
ほ
か
に
『
緑
の

ト
ラ
ス
ト
協
会
』
の
会
員
が
お
り
、
総

勢
は
25
名
。
こ
の
時
期
は
雨
が
降
り
、

気
温
も
高
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
急
に
大
き
く
な

り
、
背
丈
以
上
に
伸
び
て
い
ま
し
た
。

３
〜
４
本
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
片
手
で

は
抜
け
ず
、
両
手
で
し
っ
か
り
掴
ん
で

渾
身
の
力
で
引
き
抜
き
ま
し
た
。
広
い

区
画
で
し
た
が
、
人
数
が
多
か
っ
た
の

で
昼
ま
で
に
は
完
了
し
ま
し
た
。

第
３
回　

彩
央
会
「
美
術
展
」

　

平
成
22
年
６
月
29
日
〜
７
月
４
日
の

６
日
間
「
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー
」
に

て
，
第
３
回
彩
央
会
美
術
展
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
出
品
者
24
名
、
出
品
数
48

点
、
来
客
数
２
３
５
名
（
昨
年
と
ほ
ぼ

同
数
）
で
し

た
。
開
催
中
に

衆
議
院
の
大
島

敦
氏
か
ら
祝
電

な
ど
始
め
、
多

く
の
方
々
か
ら

激
励
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
反
省
点
と

し
て
出
展
リ
ス

ト
の
配
布
・
来

場
者
記
帳
簿
の

用
意
・
作
品
の

題
名
表
示
工
夫

が
あ
り
ま
し

た
。
次
回
の
参

考
に
し
ま
す
。                      

（
15
期 

間
中
）

編
集
後
記

 

「
彩
央
会
」
も
、
つ
い
に
４
年
目
に
入

り
、
佐
野
会
長
体
制
で
２
年
目
に
な
り

ま
す
。
仲
良
し
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
「
北

本
自
然
観
察
公
園
」
の
環
境
保
全
活
動

な
ど
で
「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
も
加

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

 

元
気
の
あ
る
も
の
が
旗
を
振
り
「
終
の

住
み
家 

地
域
の
た
め
」
に
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
出
し
た
い
。 　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

編
集
担
当　

16
期　

対
尾　

雅
之

　
　
　
　
　
　
　

16
期　

佐
瀬 

恵
美
子

　
　
　
　
　
　
　

19
期　

栗
田　

 

剛


